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（
1）
命
を
守
る
土
地
利
用
へ
の
転
換

（
2）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

（
3）
生
命
と
財
産
を
守
る
防
災
と
減
災
の
ま
ち
づ
くり

（
4）
防
災・
減
災
シ
ス
テ
ム
の
整
備

（
5）
命
を
守
る
交
通
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
整
備

（
6）
災
害
に
強
い
情
報
通
信
手
段
の
確
保
と
地
域
情
報
化
の
推
進

（
7）
安
心
を
実
感
で
き
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ま
ち
づ
くり

（
1）
自
然
環
境
の
保
全

（
2）
エ
コ
タ
ウ
ン
へ
の
挑
戦

（
3）
生
活
衛
生
環
境
の
保
全

（
4）
ふ
る
さ
と
を
想
い
、復
興
を
支
え
る「
人
づ
くり
」

（
1）
産
業
の
再
生・
発
展

（
2）
雇
用
の
創
出
と
交
流
人
口
の
拡
大

目
標
1
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
くり

目
標
2
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
くり

目
標
3
な
り
わ
い
と
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
くり

自 然 ・ ひ と ・ な り わ い が 紡 ぐ

    安 ら ぎ と 賑 わ い の あ る ま ちま
ち
の

将
来
像

シ ン ボ ル プ ロ ジ ェ ク ト

緊
急
対
応
す
べ
き
重
点
事
項

南
三
陸
町
 震
災
復
興
計
画

目
標
年
次：
平
成
33
年
3月

町
と
地
域
が
力
を
合
わ
せ

協
働
で
取
り
組
む
ま
ち
づ
くり

土
地
利
用
の

あ
り
方

1
町
の
主
体
性
を
堅
持
し
国・
県
と

連
携
し
て
進
め
る
ま
ち
づ
くり

2
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

7ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

4ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

5ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

6ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

6ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

10 ペ ー ジ を ご 覧 下 さ い

つ む

推
進
方
策

推
進
方
策

総
合
計
画

（
目
標
年
次
 平
成
28
年
度
）

補
完
・
具
体
化

分
野
別

計
画

分
野
別

計
画

分
野
別
計
画 震
災
復
興
計
画

（
目
標
年
次
 平
成
33
年
度
）

復
興
事
業
を
優
先
し
て
実
施

　
平
成
23
年
3月
11
日
午
後
2時
46
分
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、本
町
で
は
震
度
6弱
を
記
録
し
、そ
の
後
に
発
生
し
た
津

波
と
と
も
に
、壊
滅
的
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
津
波
は
市
街
地
等
の
低
地
の
ほ
と
ん
ど
を
飲
み
込
み
、た
く
さ
ん
の
町
民
の
尊
い
命
だ
け
で
な
く
、住
ま
い
や
店
舗
、魚
市
場
や
加
工
施
設
等

の
漁
港
関
連
施
設
、漁
船
な
ど
の
な
り
わ
い
、さ
ら
に
は
公
共
施
設
ま
で
も
一
瞬
に
し
て
奪
い
去
り
、現
在
も
町
民
生
活
や
産
業
活
動
に
様
々
な

支
障
が
生
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、地
震
に
よ
る
地
盤
沈
下
も
深
刻
で
あ
り
、現
場
で
の
復
旧
作
業
を
極
め
て
困
難
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
計
画
は
、震
災
を
経
験
し
て
得
た
教
訓
を
活
か
し
、町
の
将
来
像
を
見
据
え
、震
災
に
よ
る
被
害
か
ら
の
単
な
る
「
復
旧
」に
と
ど
ま
ら
ず
、

ま
ち
の
賑
わ
い
が
も
ど
り
、町
民
誰
も
が
安
全
・
安
心
で
、豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
「
復
興
」を
遂
げ
る
、新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
策
定

す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
の
町
に
と
っ
て
の
最
大
の
課
題
は
、震
災
か

ら
の
復
興
で
す
。
総
合
計
画
は
、ま
ち
づ
く
り
の
最

上
位
に
位
置
づ
け
て
い
る
計
画
で
す
が
、当
面
は
、

復
興
と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
け
て
、あ
ら
ゆ
る
施

策
に
優
先
し
て
本
計
画
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、本
計
画
に
取
り
組
み
な
が
ら
、町
が
目
指

す
べ
き
将
来
像
を
見
出
し
、お
お
む
ね
平
成
28
年

度
ま
で
に
総
合
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
長
期
的

な
町
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
本
町
の
復
興
に
関
連
す
る
事
業
は
、町
が
事
業

主
体
と
な
る
事
業
の
ほ
か
、
国
や
県
が
事
業
主
体

と
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、国
や
県
か
ら
の
財

政
面
の
支
援
も
町
に
は
不
可
欠
で
す
。

　
今
後
、本
計
画
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
必
要

に
応
じ
て
、
国
や
県
の
計
画
等
と
の
連
携
や
調
整

を
図
る
と
と
も
に
、国
や
県
に
対
し
て
必
要
な
支
援

を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

計
画
策
定
の
趣
旨

計
画
の
位
置
付
け

「
南
三
陸
町
総
合
計
画
」と
の
関
係

国
や
県
の
復
興
計
画
等
と
の
関
係

「
自
然
・
ひ
と
・
な
り
わ
い
が
紡
ぐ

  安
ら
ぎ
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」へ
の

   
   
   
   
 　
  創
造
的
復
興

南
三
陸
町
で
再
び

生
活
す
る
こ
と
を
願
う
町
民
が

安
心
と
希
望
を
持
っ
て

復
興
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

町
に
関
わ
る

全
て
の
方
々
の
力
を
結
集
し
て

実
現
し
て
い
き
ま
す
。

復
興
の
基
本
理
念

序 　 章

復 興 の 基 本 理 念

つ
む

　
平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
、そ
の
後
に
発
生
し
た
大
津
波
は
、た
く
さ

ん
の
町
民
の
尊
い
命
を
奪
い
去
り
、私
た
ち
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
て
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
未
だ
悲
し
み
は
癒
え
ま
せ
ん
が
、私
た
ち
は
復
興
に
向
け
歩
み
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
た
び
、一
日
も
早
い
復
興

を
成
し
遂
げ
る
た
め
、被
災
し
た
町
民
の
生
活
再
生
と
、水
産
業
を
は
じ
め
と
し
た
産
業
再
建
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
た

「
南
三
陸
町
震
災
復
興
計
画
」を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、「
南
三
陸
町
震
災
復
興
計
画
策
定
会
議
」に
お
け
る
有
識
者
委
員
か
ら
の
専
門
的
助
言
の
ほ
か
、「
南
三
陸

町
震
災
復
興
町
民
会
議
」や
「
地
域
懇
談
会
」を
開
催
し
、で
き
る
限
り
町
民
の
想
い
を
反
映
さ
せ
て
策
定
し
ま
し
た
。

　
一
方
、私
た
ち
は
、こ
の
た
び
の
震
災
で
様
々
な
経
験
を
し
ま
し
た
。ま
た
、
地
域
に
お
け
る
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」、

「
絆
」の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。私
た
ち
は
、二
度
と
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、震
災
か
ら
得
た
教
訓
を
、し
っ
か

り
と
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
計
画
で
は
、ど
の
よ
う
な
津
波
に
襲
わ
れ
た
場
合
で
も
命
を
守
る
た
め
、「
住
ま
い
は
高
台
に
」と
い
う
考
え
の
も
と
、居
住

地
を
高
台
に
整
備
す
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
し
て
い
ま
す
。こ
の
考
え
方
や
事
業
過
程
は
、復
興
の
「
南
三
陸
モ
デ
ル
」と

し
て
、こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
や
災
害
復
興
に
も
広
く
活
か
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、被
災
直
後
か
ら
，救
援
や
復
旧
活
動
な
ど
の
た
め
、世
界
中
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、心
温
ま
る
救

援
物
資
や
義
援
金
を
お
贈
り
い
た
だ
い
た
皆
様
、支
援
を
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
復
興
へ
の
道
の
り
は
、非
常
に
長
く
、険
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、「
南
三
陸
町
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
」と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

南
三
陸
町
長
　
佐
藤
　
仁

津
波
か
ら
命
を
守
る

1
2



H2
3年
度
H2
4年
度
H2
5年
度
H2
6年
度
H2
7年
度
H2
8年
度
H2
9年
度
H3
0年
度
H3
1年
度
H3
2年
度

　
本
計
画
は
、平
成
23
年
度
を
初
年
度
と
し
、平
成
32
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る「
10
年
間
」の
計
画
と
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
被
害
は
甚
大
で
あ
り
、復
興
ま
で
に
は
相
当
の
期
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、一
方
で
復
興
に
は
ス
ピ
ー
ド

も
求
め
ら
れ
ま
す
。本
計
画
は
、可
能
な
限
り
短
期
間
で
の
復
興
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
期
間
は
「
復
旧
期
」「
復
興
期
」「
発
展
期
」の
大
き
く
3つ
に
区
分
し
、連
続
的
か
つ
継
続
的
に
推
進
し
ま
す
。い
わ
ば

「
復
旧
し
な
が
ら
復
興
し
、復
興
し
な
が
ら
発
展
す
る
」を
目
指
し
ま
す
。

復
旧
期

復
興
期

発
展
期

平
成
23
～
25
年
度

平
成
24
～
29
年
度

平
成
26
～
32
年
度

◉
仮
設
住
宅
で
は
、生
活
支
援
員
が
配
置
さ
れ
、心
の
ケ
ア
事
業（
相

談
事
業
）な
ど
に
よ
り
、生
活
環
境
が
整
い
始
め
ま
す
。ま
た
、新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

◉
タ
コ
漁
や
秋
サ
ケ
漁
、ワ
カ
メ
養
殖
等
が
始
ま
り
、加
工
場
や
市
場
な

ど
が
建
ち
始
め
る
な
ど
、漁
港
周
辺
に
に
ぎ
わ
い
が
戻
り
始
め
ま
す
。

◉
仮
設
商
店
街
が
形
成
さ
れ
、徐
々
に
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

◉
住
ま
い
等
の
高
台
移
転
に
向
け
て
、高
台
居
住
地
の
造
成
工
事
が

始
ま
り
、地
域
で
の
話
し
合
い
も
本
格
化
し
て
い
き
ま
す
。

◉
高
台
に
家
が
建
ち
始
め
、新
し
い
町
並
み
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

期
間
後
半
に
は
、高
台
市
街
地
の
形
成
が
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

◉
既
存
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
な
が
ら
、高
台
に
も
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

◉
地
元
産
材
を
利
用
し
た
住
宅
建
設
な
ど
、地
域
資
源
の
活
用
が
進

み
ま
す
。

◉
農
林
水
産
業
な
ど
の
産
業
基
盤
の
復
旧
が
完
了
し
、本
格
的
な
業

務
展
開
が
始
ま
り
ま
す
。新
し
い
企
業
が
立
地
す
る
な
ど
、雇
用
機
会

が
徐
々
に
広
が
り
ま
す
。

◉
漁
港
の
機
能
分
担
が
進
み
、機
能
に
合
わ
せ
た
整
備
が
始
ま
り
ま
す
。

◉
志
津
川
の
市
街
地
の
開
発
が
本
格
化
し
ま
す
。

◉
高
台
へ
の
移
転
が
ほ
ぼ
完
了
し
ま
す
。

◉
町
民
主
体
に
よ
る
協
働
ま
ち
づ
くり
が
進
み
ま
す
。

◉
役
場
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
が
始
ま
り
ま
す
。

◉
震
災
復
興
祈
念
公
園
の
整
備
が
始
ま
り
ま
す
。

◉
産
業
間
の
連
携
が
進
み
、6
次
産
業
化
や
体
験
型
観
光
な
ど
の
取
り

組
み
が
進
み
ま
す
。

◉
町
の
に
ぎ
わ
い
の
復
興
と
と
も
に
、観
光
客
等
の
町
へ
の
来
訪
者
が

増
え
始
め
ま
す
。

◉
復
興
の
喜
び
や
支
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
全
国
に
向
け
て
発
信

し
ま
す
。

応
急
的
復
旧
、仮
住
ま
い
の
早
急
な
確
保
を
強
力
に
進
め
る
と
と
も

に
、町
の
産
業・
な
り
わ
い
の
早
期
再
開
を
積
極
的
に
進
め
、町
の

基
盤
的
施
設
の
再
建・
復
旧
を
中
心
に
進
め
ま
す
。町
民
一
人
ひ

と
り
が
主
体
的
に
復
興
に
向
か
う
た
め
に
も
、そ
れ
を
支
え
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、さ
ま
ざ
ま
な
復
旧・
復
興

事
業
の
中
で
、多
様
な
雇
用
の
確
保
と
創
出
に
努
め
ま
す
。

雇
用
の
場
で
も
あ
る
産
業
と
な
り
わ
い
の
本
格
的
復
興
を
実
現

す
る
と
と
も
に
、住
ま
い
の
再
建
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を

実
現
し
て
い
き
ま
す
。

漁
業
、農
業
、林
業
の
第
一
次
産
業
を
主
軸
と
し
な
が
ら
、観
光

や
農
水
産
加
工
、商
業
と
連
携
し
た
6次
産
業
化
や
漁
業
、農
業

を
体
験
す
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の

新
し
い
観
光
を
展
開
す
る
ほ
か
、環
境
関
連
産
業
な
ど
を
中
心
と

し
た
新
た
な
産
業
の
育
成
等
を
推
進
し
ま
す
。
新
し
い
高
台
居
住

地
等
で
は
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
を
深
め
、町
民
主
体
に

よ
る
協
働
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

計
画
期
間

復
旧
期

復
興
期

発
展
期

復
興
開
始
宣
言

復
旧
宣
言

復
興
宣
言

創
造
的
復
興
宣
言

　
被
災
者
を
は
じ
め
、町
民
の
多く
が
、不
安
定
な
生
活
を
余
儀
な
くさ
れ
て
お
り
、一
日
で
も
早
い
生
活
再
建
が
急
務
で
す
。

　
町
民
の
生
活
再
建
や
産
業
の
復
旧
な
ど
、最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
に
つ
い
て
、「
緊
急
対
応
す
べ
き
重
点

事
項
」と
し
て
、重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期
復
旧

②
河
川
堤
防
と
護
岸
の
緊
急
的
仮
復
旧

主
な
事
業

時
　
期

緊
急
雇
用
創
出
事
業
　

平
成
23
～
24
年
度

無
料
職
業
紹
介
事
業

平
成
23
～
32
年
度

主
な
事
業

時
　
期

漁
港
施
設
等
災
害
復
旧
事
業

平
成
23
～
27
年
度

仮
設
魚
市
場
緊
急
整
備
事
業

平
成
23
～
24
年
度

水
産
関
連
仮
設
施
設
整
備
支
援

平
成
23
～
24
年
度

東
日
本
大
震
災
農
業
生
産
対
策
事
業

平
成
23
～
24
年
度

森
林
塩
害
対
策
支
援
事
業

平
成
23
～
25
年
度

商
店
街
形
成
支
援
事
業

平
成
23
～
26
年
度

各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催

（
復
興
・
物
産
・
観
光
・
異
業
種
交
流
）

平
成
23
～
32
年
度

主
な
事
業

時
　
期

仮
設
診
療
所
建
設
整
備
事
業

平
成
23
年
度

学
校
施
設
災
害
復
旧
整
備
事
業

平
成
23
～
28
年
度

児
童
生
徒
・
教
職
員
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
推
進
事
業

平
成
23
～
32
年
度

被
災
保
育
所
等
整
備
事
業

平
成
23
年
度

社
会
福
祉
施
設
等
復
旧
整
備
事
業

平
成
23
～
25
年
度

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・
施
設
等
復
旧
支
援
事
業

平
成
23
年
度

主
な
事
業

時
　
期

役
場
仮
庁
舎
整
備
事
業

平
成
23
年
度

行
政
機
能
回
復
に
向
け
た
総
合
的
支
援
の
要
望

（
人
的
支
援
を
含
む
）

平
成
23
～
32
年
度

①
消
防
・
防
災
体
制
づ
く
り

②
消
防
・
防
災
設
備
等
の
復
旧

①
水
産
業
　
②
農
業
　
③
林
業
　
④
商
工
業
　
⑤
観
光

①
病
院

②
学
校
教
育
施
設
（
施
設
、
設
備
等
の
修
理
、
校
庭
の
確
保
、
児
童
・

　
生
徒
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
等
）

③
社
会
福
祉
施
設

主
な
事
業

時
　
期

災
害
廃
棄
物
処
理
事
業

平
成
23
～
25
年
度

主
な
事
業

時
　
期

消
防
団
再
編
成
事
業

平
成
24
～
28
年
度

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
復
旧
整
備
事
業

平
成
23
～
27
年
度

指
定
避
難
所
・
避
難
場
所
再
指
定
事
業

平
成
23
～
28
年
度

防
犯
灯
整
備
事
業

平
成
23
～
27
年
度

主
な
事
業

時
　
期

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
（
河
川
・
道
路
）

平
成
23
～
25
年
度

上
水
道
施
設
等
整
備
事
業

平
成
23
～
30
年
度

避
難
路
等
施
設
整
備
事
業

平
成
23
～
32
年
度

主
な
事
業

時
　
期

応
急
仮
設
住
宅
維
持
管
理
事
業

平
成
23
～
25
年
度

災
害
援
護
資
金
貸
付
事
業

平
成
23
～
32
年
度

心
の
健
康
づ
く
り
（
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
）
事
業

平
成
23
～
32
年
度

被
災
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
運
営
事
業

平
成
23
～
24
年
度

地
域
公
共
交
通
再
構
築
事
業

平
成
23
～
25
年
度

①
自
立
に
向
け
た
生
活
支
援

②
仮
設
住
宅
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築

被
災
者
の
生
活
支
援
と
自
立
生
活
へ
の
誘
導

1

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
河
川
堤
防
・
護
岸
の
仮
復
旧

2

雇
用
の
確
保

5

産
業
の
復
旧

6

病
院
、学
校
、社
会
福
祉
施
設
の
復
旧
と
移
動
手
段
の
確
保

7

行
政
機
能
の
回
復

8

災
害
廃
棄
物
の
処
理

3

消
防
・
防
災
機
能
の
早
期
回
復

4緊
急
対
応
す
べ
き
重
点
事
項

緊 急 対 応 す べ き 重 点 事 項

計 画 期 間 3
4



命
を
守
る
土
地
利
用
へ
の
転
換

産
業
の
再
生
・
発
展

雇
用
の
創
出
と
交
流
人
口
の
拡
大

命
を
守
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

復 興 目 標 と 主 要 事 業 

復 興 目 標 と 主 要 事 業 

主
な
事
業

時
　
期

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

平
成
23
～
32
年
度

漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業

平
成
24
～
32
年
度

都
市
再
生
区
画
整
理
事
業

平
成
24
～
32
年
度

津
波
復
興
拠
点
市
街
地
整
備
事
業

平
成
24
～
32
年
度

漁
業
施
設
用
地
嵩
上
事
業

平
成
24
～
25
年
度

災
害
復
興
公
営
住
宅
整
備
事
業

平
成
24
～
28
年
度

防
災
備
蓄
倉
庫
等
整
備
事
業

平
成
25
～
27
年
度

避
難
道
路
整
備
事
業

平
成
24
～
27
年
度

津
波
避
難
誘
導
標
識
設
置
事
業

平
成
26
～
32
年
度

井
戸
マ
ッ
プ
作
成
事
業

平
成
23
年
度

①
住
ま
い
の
高
所
移
転
と
住
環
境
の
整
備
　
②
公
共
施
設
等
の
配
置

③
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
整
備
　
④
避
難
路
・
避
難
場
所
の
整
備

⑤
避
難
サ
イ
ン
の
整
備
　
⑥
災
害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備

①
河
川
・
海
域
環
境
の
保
全
　

②
森
林
環
境
の
保
全

③
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
）の
復
旧
整
備

①
水
産
業
の
振
興
　
②
農
業
の
振
興
　
③
林
業
の
振
興

④
商
工
業
の
振
興
　
⑤
観
光
業
の
振
興

①
雇
用
機
会
の
創
出
と
就
業
支
援
　
②
交
流
人
口
の
拡
大

③
起
業
家
支
援

①
安
全
で
安
定
し
た
水
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

②
下
水
処
理
施
設
等
の
復
旧

③
産
業
廃
棄
物
等
の
適
正
処
理
の
推
進

主
な
事
業

時
　
期

浄
化
槽
設
置
事
業

平
成
24
～
27
年
度

自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー
の
復
旧
整
備
事
業

平
成
24
～
25
年
度

都
市
公
園
整
備
事
業

（
震
災
復
興
祈
念
公
園
整
備
等
）

平
成
24
～
32
年
度

主
な
事
業

時
　
期

飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
整
備
事
業

平
成
26
～
27
年
度

下
水
道
整
備
事
業

平
成
25
～
26
年
度

浄
化
槽
設
置
事
業

平
成
24
～
27
年
度

産
業
廃
棄
物
不
適
正
処
理
防
止
に
向
け
た

自
治
体
間
連
携
強
化

平
成
23
～
32
年
度

主
な
事
業

時
　
期

緑
地
公
園
事
業

平
成
24
～
32
年
度

公
共
施
設
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導

入
事
業

平
成
24
～
26
年
度

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
推
進
事
業

平
成
23
～
25
年
度

主
な
事
業

時
　
期

芸
術
文
化
振
興
事
業

平
成
23
～
32
年
度

青
少
年
の
進
路
選
択
と
将
来
展
望
の
動
向
調
査
把
握

平
成
23
～
32
年
度

災
害
教
訓
の
伝
承
・
防
災
教
育
の
推
進

平
成
24
～
32
年
度

児
童
生
徒
通
学
手
段
緊
急
確
保
事
業

平
成
23
～
27
年
度

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業

平
成
23
～
27
年
度

社
会
教
育
施
設
等
整
備
事
業

平
成
24
～
27
年
度

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
交
流
創
出
事
業

平
成
24
～
32
年
度

①
自
然
環
境
と
調
和
し
た
住
環
境
整
備

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

③
廃
棄
物
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

①
伝
統
文
化
の
継
承
　
②
地
域
資
源
を
活
か
し
た
教
育
の
充
実

③
教
育
関
連
施
設
等
の
復
旧
整
備
　

④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

①「
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
」
整
備
の
早
期
実
現

②
緊
急
時
の
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保
　
③
公
共
交
通
網
の
再
構
築

④
JR
気
仙
沼
線
復
旧
の
早
期
実
現

①
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促
進
　
②
地
域
情
報
化
の
推
進

①
公
立
志
津
川
病
院
の
再
建
と
地
域
医
療
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み

②
健
康
づ
く
り
支
援

③
み
ん
な
で
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
●
高
齢
者
福
祉
・
障
害
者
福
祉
　
●
子
育
て
支
援

　
　
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

④
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
推
進

①
地
域
防
災
体
制
の
再
整
備
等
 ②
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
早
期
整
備

③
消
防
機
能
の
回
復
と
消
防
設
備
の
充
実

④
震
災
記
録
の
作
成
と
防
災
意
識
の
醸
成
・
発
信

1

自
然
環
境
の
保
全

1 1
2

生
活
衛
生
環
境
の
保
全

3

エ
コ
タ
ウ
ン
へ
の
挑
戦

2
ふ
る
さ
と
を
想
い
、復
興
を
支
え
る
「
人
づ
く
り
」

4

5

防
災
・
減
災
シ
ス
テ
ム
の
整
備

4

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

2

災
害
に
強
い
通
信
手
段
の
確
保
と
地
域
情
報
化
の
推
進

6

生
命
と
財
産
を
守
る
防
災
と
減
災
の
ま
ち
づ
く
り

3

安
心
を
実
感
で
き
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

7

主
な
事
業

時
　
期

地
区
集
会
施
設
等
復
旧
・
整
備

平
成
24
～
27
年
度

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
活
動
支
援
事
業

平
成
24
～
32
年
度

主
な
事
業

時
　
期

普
通
河
川
整
備
事
業

平
成
25
～
27
年
度

住
宅
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ
ク
形
成
事
業

平
成
24
～
32
年
度

公
共
住
宅
等
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業

平
成
24
～
25
年
度

主
な
事
業

時
　
期

三
陸
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備
促
進

平
成
23
～
32
年
度

ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
事
業

平
成
26
～
27
年
度

避
難
路
等
施
設
整
備
事
業

平
成
23
～
32
年
度

地
域
公
共
交
通
再
構
築
事
業

平
成
23
～
25
年
度

Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線
災
害
復
旧
事
業

平
成
23
～
32
年
度

主
な
事
業

時
　
期

衛
星
携
帯
電
話
整
備
事
業

平
成
24
～
32
年
度

携
帯
電
話
不
感
区
域
解
消
及
び
電
波
品
質
改
善
事
業

平
成
23
年
度

情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
推
進
事
業

平
成
25
年
度

公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
再
整
備
事
業

平
成
23
～
27
年
度

主
な
事
業

時
　
期

公
立
志
津
川
病
院
建
設
整
備
事
業

平
成
23
～
27
年
度

周
産
期
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

平
成
25
～
33
年
度

健
康
づ
く
り
支
援
事
業

平
成
23
～
32
年
度

地
域
い
き
い
き
支
援
体
制
づ
く
り
事
業

平
成
23
～
27
年
度

障
害
者
自
立
支
援
事
業
の
充
実

平
成
23
～
25
年
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業

平
成
24
～
27
年
度

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

平
成
23
～
32
年
度

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
整
備
事
業

平
成
25
～
27
年
度

仮
設
住
宅
孤
独
死
防
止
対
策
事
業

平
成
23
～
27
年
度

高
齢
交
通
事
故
傷
病
者
抑
制
目
的
の
交
通
安
全
教

育
事
業

平
成
23
～
27
年
度

自
殺
予
防
セ
ミ
ナ
ー

平
成
23
～
32
年
度

主
な
事
業

時
　
期

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

平
成
24
～
27
年
度

総
合
防
災
訓
練
事
業

平
成
24
～
32
年
度

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
再
整
備
事
業

平
成
26
～
27
年
度

地
域
消
防
力
整
備
事
業

平
成
24
～
27
年
度

震
災
復
興
祈
念
公
園
の
整
備

平
成
24
～
32
年
度

災
害
教
訓
の
伝
承
・
防
災
教
育
の
推
進

平
成
24
～
32
年
度

主
な
事
業

時
　
期

養
殖
業
再
生
支
援
事
業

平
成
23
～
26
年
度

地
域
資
源
活
用
総
合
交
流
施
設
整
備
事
業

平
成
24
～
26
年
度

東
日
本
大
震
災
農
業
生
産
対
策
事
業

平
成
23
～
24
年
度

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
推
進
事
業

平
成
25
年
度

商
店
街
形
成
支
援
事
業

平
成
23
～
26
年
度

道
の
駅
整
備
事
業

平
成
25
～
27
年
度

観
光
施
設
再
生
支
援
事
業

平
成
24
年
度

主
な
事
業

時
　
期

無
料
職
業
紹
介
事
業

平
成
23
～
32
年
度

緊
急
雇
用
創
出
事
業

平
成
23
～
24
年
度

企
業
立
地
奨
励
事
業

平
成
23
～
32
年
度

応
援
自
治
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
交
流

平
成
24
～
32
年
度

起
業
支
援
補
助
金
事
業

平
成
23
～
32
年
度

復
興
目
標
と
主
要
事
業

　
今
回
の
大
地
震
と
巨
大
津
波
に
よ
っ
て
、
町
を
支
え
て
き
た
多
く
の
方
々
が
犠
牲
に
な
り
、

住
ま
い
や
仕
事
場
、
施
設
等
に
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
被
災
の

経
験
を
活
か
し
、
ど
の
よ
う
な
災
害
に
遭
遇
し
て
も
命
が
守
ら
れ
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
町
、
集
落
及
び
地
域
社
会
を
創
造
的
に
復
興
さ
せ
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

目
標
-1

　
私
た
ち
は
山
々
に
守
ら
れ
た
海
か
ら
多
大
な
恩
恵
を
授
か
っ
て
こ
の
地
に
住
み
続
け
て
き
ま

し
た
。し
か
し
、そ
の
自
然
は
時
に
猛
威
を
ふ
る
っ
て
私
た
ち
を
苦
し
め
ま
す
。
私
た
ち
は
、自

然
へ
の
畏
怖
畏
敬
の
念
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
風
土
・文
化
を
後
世
に
継
承
し
、こ
の
豊
穣
の
海

と
山
か
ら
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

自
然
と
共
生
す
る

ま
ち
づ
く
り

目
標
-2

　
漁
業
や
農
業
及
び
観
光
を
中
心
と
す
る
町
の
産
業
を
再
生
し
、
人
々
の
な
り
わ
い
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
産
業
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
世
代
と
地
域
を
超

え
た
交
わ
り
を
活
発
に
し
、
光
輝
く
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

な
り
わ
い
と
賑
わ
い
の

ま
ち
づ
く
り

目
標
-3

5
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  ※
こ
の
図
は
、
現
在
検
討
中
の
試
案
で
あ
り
、今
後
の
町
民
意
向
の
把
握
や
関
係
機
関
等
と
の
調
整
を
踏
ま
え
て
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
  今
後
も
、南
三
陸
町
の
土
地
利
用
を
具
体
化
す
べ
く
、検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
平
成
24
年
2月
末
現
在

石
浜
地
区

名
足
地
区

中
山
地
区

馬
場
地
区

泊
浜
地
区

館
浜
地
区

伊
里
前
地
区

寄
木
地
区

細
浦
地
区

清
水
地
区

荒
砥
地
区

平
磯
地
区

西
戸
地
区

折
立
地
区

在
郷
地
区

水
戸
辺
地
区

滝
浜
地
区

藤
浜
地
区

寺
浜
地
区

長
清
水
地
区

波
伝
谷
地
区

津
の
宮
地
区

袖
浜
地
区

志
津
川
地
区

林
・
大
久
保
地
区

韮
の
浜
地
区

田
の
浦
地
区

港
地
区

参
考
：「
三
陸
沿
岸
道
路
に
つ
い
て
意
見
募
集
用
資
料
」（
東
北
地
方
整
備
局
）

志
津
川
地
区
　
土
地
利
用
計
画
イ
メ
ー
ジ
図

伊
里
前
（
歌
津
）
地
区
　
土
地
利
用
計
画
イ
メ
ー
ジ
図

1　
災
害
に
強
く
、将
来
に
わ
た
っ
て
命
を
守
れ
る
土
地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

2　
住
ま
い
や
な
り
わ
い
の
場
の
近
く
に
、安
全
な
避
難
場
所
、避
難
路
を
確
保
し
ま
す
。

3　
自
然
や
地
域
の
絆
に
配
慮
し
な
が
ら
、高
台
な
ど
に
安
全
な
居
住
地
を
確
保
し
ま
す
。

4　
豊
か
な
山
・
川
・
海
の
資
源
を
活
か
し
た
産
業
再
生
に
向
け
た
基
盤
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

5　
新
し
い
土
地
利
用
に
ふ
さ
わ
し
く
、維
持
管
理
し
や
す
い
基
盤
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

6　
各
地
域
の
実
態
や
意
向
を
踏
ま
え
、き
め
細
か
な
土
地
利
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

土
地
利
用

の
あ
り
方

土 地 利 用 の あ り 方

土 地 利 用 の あ り 方

「
な
り
わ
い
の
場
所
は
様
々
で
あ
っ
て
も
、

　
   
   
   
   
 住
ま
い
は
高
台
に
」

震
災
前
の
ま
ち
の
骨
格
や

歴
史
を
活
か
し
な
が
ら
も
、

よ
り
安
全
な
暮
ら
し
と

賑
わ
い
や
活
力
あ
る
産
業
の

構
築
に
向
け
た

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

土
地
利
用
の
あ
り
方

南
三
陸
町
 土
地
利
用
計
画（
イ
メ
ー
ジ
図
）

住
宅・
産
業・
観
光
施
設

山
海

産
業・
観
光
施
設 A：「
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
」

B：「
発
生
頻
度
の
高
い
津
波
」 A B

住
宅・
公
共
施
設

緑
地

山
海

高
台
へ
避
難

こ
れ
ま
で

こ
れ
か
ら

7
8



　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
り
、復
興
を
先
導
し
、他
の
取
り
組
み
な
ど
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
5

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、各
事
業
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、戦
略
的
に
展
開
し
ま
す
。

　
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、町
民
の
生
活
支
援
や
産
業
の
再
興
な
ど
、町
全
体
の
復
興
の
核
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

「
震
災
復
興
町
民
会
議
」提
言
や
意
向
調
査
結
果
な
ど
、町
民
意
向
を
十
分
に
反
映
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

【
主
な
事
業
】

●
避
難
道
路
の
整
備
　
　
●
津
波
避
難
誘
導
標
識
の
設
置

【
主
な
事
業
】

●
仮
設
魚
市
場
、仮
設
共
同
加
工
場
の
整
備

●
地
場
産
材
に
よ
る
家
づ
くり
へ
の
支
援

●
地
場
産
材
に
よ
る
公
営
住
宅
の
整
備

●
観
光
拠
点
施
設
等
の
整
備

【
主
な
事
業
】

●
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
事
業

●
応
援
自
治
体
と
の
交
流・
連
携
　

●
復
興
情
報
の
発
信

【
主
な
事
業
】

●「
津
波
防
災
の
日
」の
制
定（
犠
牲
者
供
養
、防
災
訓
練
等
）

●「
災
害
の
記
録
」の
作
成

●「
震
災
復
興
祈
念
公
園
」や
メ
モ
リ
ア
ル
の
整
備

●
 語
り
部
の
育
成

【
主
な
事
業
】

●「
生
活
支
援
相
談
員
」の
配
置
　
●
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

●
孤
独
死
防
止
の
た
め
の
見
守
り

津
波
の
教
訓
伝
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1

被
災
者
の
生
活
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2

命
を
守
ロ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

3

ま
ち
の
賑
わ
い
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

4

「
絆
・
感
謝
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

5

土 地 利 用 の あ り 方

シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

シ ン ボ ル プ ロ ジ ェ ク ト

　
永
年
言
い
継
が
れ
て
き
た
「
津
波
が
来
た
ら
、ま
ず
逃
げ
る
」と
い

う
こ
と
に
加
え
、こ
れ
ま
で
の
災
害
教
訓
を
踏
ま
え
た
「
安
全
な
場

所
に
住
む
」と
い
う
考
え
を
津
波
対
策
の
大
き
な
柱
に
し
て
、高
台
に

新
た
に
宅
地
を
造
成
し
、よ
り
安
全
で
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
居
住

地
の
確
保
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
な
お
、高
台
で
の
宅
地
造
成
に
あ
た
っ
て
は
、以
下
の
点
に
留
意

し
ま
す
。

　
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
施
設
の
立
地
や
機
能
な
ど

を
再
評
価
し
、町
民
意
向
や
将
来
人
口
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
再

整
備
を
図
り
ま
す
。
特
に
、役
場
や
病
院
、学
校
、福
祉
施
設
な
ど

災
害
時
に
重
要
な
役
割
を
担
う
施
設
や
避
難
弱
者
等
が
利
用
す
る

施
設
に
つ
い
て
は
、防
災
拠
点
と
し
て
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
、高

台
な
ど
安
全
が
確
保
で
き
る
場
所
へ
配
置
し
ま
す
。

　
役
場
な
ど
施
設
の
立
地
場
所
に
つ
い
て
は
、町
民
の
生
活
利
便

性
に
配
慮
し
な
が
ら
、災
害
時
に
も
有
効
に
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
の
防
災
・
減
災
対
策
に
向
け
て
は
、「
逃
げ
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
」を
柱
と
し
、ハ
ー
ド
・ソ
フ
ト
施
策
の
適
切
な
組
み
合
わ
せ
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
今
回
の
よ
う
な
「
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
」に
対
し
て
は
、
避
難
を

基
本
と
し
つ
つ
も
、
避
難
が
困
難
な
夜
間
の
津
波
や
要
援
護
者
へ

対
応
す
る
た
め
、
公
共
施
設
や
住
ま
い
な
ど
の
高
台
配
置
や
避
難

施
設
の
整
備
な
ど
多
重
防
御
の
推
進
に
よ
り
、被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
施
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
よ
り
津
波
の
高
さ
は
低
い
も
の
の
、

比
較
的
短
い
間
隔
で
繰
り
返
し
被
害
を
も
た
ら
す
「
発
生
頻
度
の
高

い
津
波
」に
対
し
て
は
、将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
地
震
・
津
波
を

想
定
し
て
防
潮
堤
を
整
備
す
る
な
ど
、よ
り
安
全
性
の
高
い
町
に
向

け
た
施
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
、
障
が
い
者
、さ
ら
に
は
町
外
か
ら
の
来

訪
者
な
ど
、す
べ
て
の
方
が
津
波
か
ら
身
を
守
れ
る
よ
う
に
、夜
間
や

停
電
時
に
も
機
能
す
る
防
災
無
線
や
避
難
誘
導
サ
イ
ン
な
ど
を
含

め
、
短
時
間
で
全
員
が
避
難
で
き
る
避
難
路
・
避
難
場
所
を
整
備

し
ま
す
。

　
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、被
災
を
免
れ
た
社
寺
な
ど
先
人
の
教
え

も
活
用
し
な
が
ら
、安
全
な
高
台
に
設
置
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま

す
。
高
台
に
あ
る
避
難
場
所
ま
で
の
距
離
が
遠
い
な
ど
、避
難
が
困

難
な
地
域
に
つ
い
て
は
、避
難
塔（
避
難
ビ
ル
）を
整
備
し
ま
す
。

　
避
難
路
は
、
海
岸
や
河
川
の
河
口
部
を
避
け
て
整
備
す
る
と
と

も
に
、
津
波
の
進
行
方
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、ゆ
と
り
あ
る
幅
員
の

道
路
や
避
難
階
段
、ス
ロ
ー
プ
な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、安
全
か
つ
円
滑
に
避
難
す
る
た
め
に
は
、各
自
の
防
災
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
互
い
に
助
け
合
う
習
慣
が
必
要
で
す
。
日

頃
か
ら
避
難
訓
練
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、日
常
的
に
利
用
で
き
、

住
民
に
親
し
ま
れ
る
避
難
場
所
・
避
難
路
づ
く
り
に
配
慮
し
て
い
き

ま
す
。防
災
・
減
災
の
考
え
方

1

避
難
路
・
避
難
場
所
の
確
保

2

安
全
な
居
住
地
の
確
保

3

賑
わ
い
と
活
力
あ
る
産
業
用
地
の
再
生

4

公
共
施
設
等
の
再
配
置

5

交
通
網
の
再
構
築

6

●
自
然
や
景
観
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
場
所
を
選
び
ま
す
。

●
被
害
が
小
さ
い
既
存
の
住
宅
地
や
商
工
団
地
と
の
位
置
関
係
を
考
慮
し
ま
す
。

●
高
台
宅
地
へ
の
移
転
に
あ
た
っ
て
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
に
配
慮
し
ま
す
。

●
高
台
の
住
ま
い
と
漁
港
等
の
な
り
わ
い
の
場
所
の
ア
ク
セ
ス
や
避
難
路
を
確
保
し
ま
す
。

●
国
道
45
号
や
国
道
39
8号
な
ど
幹
線
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
し
ま
す
。

　
本
町
は
水
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
構
造
で
あ
る
た
め
、
防
潮

堤
の
整
備
な
ど
防
災
、減
災
対
策
を
強
化
し
な
が
ら
、被
災
し
た
産

業
用
地
の
再
生
と
安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
産
業
用
地
の
再
生
に
あ
た
っ
て
は
、仮
設
店
舗
や
仮
設
工
場
等

の
確
保
に
よ
る
早
期
復
旧
か
ら
連
続
的
に
復
興
を
進
め
、
新
産
業

の
創
出
や
外
部
企
業
の
誘
致
も
積
極
的
に
行
い
、こ
れ
ま
で
以
上

の
賑
わ
い
と
活
力
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　
水
産
業
に
お
い
て
は
、
漁
港
機
能
の
再
編
に
よ
る
基
幹
漁
港
へ

の
集
中
的
資
本
整
備
、新
規
参
入
な
ど
戦
略
的
な
復
興
を
促
す
た

め
に
必
要
な
用
地
を
確
保
し
ま
す
。

　
商
業
や
観
光
業
に
お
い
て
は
、
居
住
地
の
配
置
や
鉄
道
や
幹
線

道
路
の
ル
ー
ト
な
ど
を
考
慮
し
、住
民
や
来
訪
者
に
と
っ
て
利
便
性

の
高
い
場
所
に
用
地
を
確
保
し
ま
す
。

①
道
路

　
災
害
時
の
緊
急
輸
送
・
搬
送
や
県
内
外
と
の
広
域
的
な
交
流
、

流
通
な
ど
を
確
実
に
支
え
る
交
通
網
を
再
構
築
す
る
た
め
、
三
陸

縦
貫
自
動
車
道
の
早
期
整
備
を
は
じ
め
、主
要
幹
線
道
路
で
あ
る

国
・
県
道
を
よ
り
安
全
な
ル
ー
ト
と
し
て
再
配
置
し
て
い
く
こ
と
を

国
・
県
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、高
台
造
成
な
ど
新
た
な
土
地
利
用
展
開
に
あ
わ
せ
て
、住

ま
い
と
な
り
わ
い
、賑
わ
い
の
場
所
を
結
ぶ
、安
全
か
つ
利
便
性
の

高
い
地
域
内
道
路
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

②
公
共
交
通

　
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
町
に
お
い
て
、公
共
交
通
は
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
た
め
、J
R気
仙

沼
線
の
早
期
再
開
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
各

種
交
通
機
関
で
適
切
な
役
割
分
担
を
行
い
、利
便
性
が
高
く
、
効

率
的
な
公
共
交
通
網
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

高
台
で
の

宅
地
造
成
に

あ
た
っ
て
の

留
意
事
項
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発行／南三陸町復興企画課
　　　TEL 0226-46-1371 FAX 0226-46-5348
　　　http://www.town.minamisanriku.miyagi.jp/

【留意事項】
南三陸町震災復興計画に記載している主要な事業は、策定時
点の現行法制度に基づき想定した主な事業であり、今後の国
の政策の見直しなどにより、修正及び変更を伴うものです。

行 政

企 業 町 民 団 体

（仮称）
復興まちづくり協議会

連 

携

大学・研究機関

企 業

団 体

NPO・NGO

ボランティア

国・県・市町村

支援
・
応援

南三陸応援団

各種団体

町 民

民間事業者

大  学
研究機関

NPO等

行 政復興の主役は
「町民一人ひとり」
総力を結集して復興を進める

　私たちは、震災後の過酷な状況を、被災の規模にかかわらず全ての町民が力を合わせることで乗り切ってきました。今後の
復興においても、全ての町民、企業、各種団体の力を結集し、町のリーダーシップのもと、役割を分担して創造的復興に取り
組みます。

　未曾有の津波災害からの創造的で早急な復興は、町と町民の力だけでは困難です。
　町と全ての町民の主体的な取り組みを堅持しつつ、社会基盤整備や産業・生活再建の支援など、国や宮城県と連携しなが
ら、スピード感を持って進めます。

　一日も早い復興のためには、町民をはじめ、民間事業者や各種
団体などの総力を結集する必要があります。
　町では、これまで「協働のまちづくり」を掲げ、町民等が主体的、自律
的にまちづくり活動を展開するための環境整備を進めてまいりましたが、
復興においても、これまで築いてきた取り組みを活かしながら、町民等が
積極的に復興まちづくりに参加できるような「（仮称）復興まちづくり協議
会」等の設置について検討します。
　また、大学やNPO等、様々な関係団体との連携も推進します。

　本計画は、あらゆる分野にわたり、担当部署も全組織にわたっている
ため、町長を本部長とする「南三陸町震災復興対策本部」を中心に、
総合的な庁内の推進体制を整備し、計画の進捗状況の管理と情報の
共有化を図ります。
　なお、「南三陸町震災復興計画策定会議」を計画の進捗状況を点
検・評価する組織と位置づけ、進捗状況について審議し、必要な見直し
を行ってまいります。
　また、復興事業を進めるにあたり、重要な課題に対しては、必要に応
じて庁内にプロジェクトチームを設けて、効果的に、スピード感をもって
取り組んでまいります。

協働の復興まちづくり推進体制のイメージ

町と地域が力を合わせ協働で取り組むまちづくり

町の主体性を堅持し国・県と連携して進めるまちづくり

協働の復興まちづくり推進

計画の推進体制

復興の推進方策

1方策

2方策

本部長（町長）

審議
策定

震災復興対策本部

南三陸町震災復興計画

副本部長（副町長・教育長）

産業基盤
部会

ライフライン
部会

防災・行政
基盤部会

民生・教育
基盤部会

生活環境
基盤部会

議会
（特別委員会）

専門的な意見・助言
震災復興計画策定会議

町民意向（想い）
震災復興町民会議

地域懇談会

意向調査（アンケート）

　復興の主役はあくまでも町民一人ひとりですが、民間企業や各種団体、NPO
などの様々な主体（以下、「町民等」）が、それぞれの分野において復興事業に
携わることで、それらの取り組みが相乗的に効果を上げていくことが大切です。
　町は、町民等による復興に向けた主体的な取り組みを全力でサポートする体
制を構築し、様々な主体との連携を図りながら、復興事業を進めてまいります。

復興の主体復
興
の
推
進
方
策

震災復興計画
策定体制図
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